
ひとつ屋根の下で 〜街の⾷卓のような保育園〜



地域が育てる保育園

⼦供たちは、地域の⼤⼈たちと触れ合うことで、様々なことを学び成⻑

保育園は、地域と関わりながら育てる場であるべきではないか

-background



⾷と⾵⼟

⾵⼟によって作り出された『⾷』は多世代においてコミュニティや⾷⽂化を
構築してきた。また、⾷事は親から⼦へと受け継がれる⽂化であり、幼児期
の⾷習慣がその後の⼈⽣に⼤きく影響してきた。

-background



ひとつ屋根の下で
-concept

ひとつ屋根の下で『⾷』を通じて集う、まちの⾷卓のような保育園。

地域に開かれた
⼟間

縁側
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⾷を共にする場として

保育園の中に地域に開いたカフェ・⾷⼟間空間を設ける。
地域と保育が⾷を介して交わることで、地域が育てる保育園に。

家族全員で⾷事をとる割合

核家族化に伴い、共働きの過程が増え、⼦供の孤⾷が増加。



全体構成



全体構成

光を取り込む





通常時多⽬的室
園児たちの遊戯室となる。

料理ができる
過程を覗くこ
とができる



イベント時多⽬的室
保育室と⼀体利⽤ができ、様々な使い⽅ができる。



⼤きな庇が⼈々を迎え⼊れる
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遊戯室に広がる遊び



柔らかい光が届く保育室
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多⽬的室がランチルームに
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園庭と保育室を繋ぐ縁側空間
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園児の⼟間アトリエ空間



2階から街を望む



地域の⼈が集う⼟間空間



多⽬的室での⾷育イベント
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